
診 療 科 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

内 科

総 合（新患・再来） 石口　絵梨 石口　絵梨 石口　絵梨 石口　絵梨 石口　絵梨

糖 尿 病・ 血 液
血　液 東野　洋一 東野　洋一 野見山隆太

（糖内・血） 東野　洋一 山本　奈歩
（糖内・血）糖尿病・内分泌 松原　　淳 山本　奈歩 松原　　淳

（再来） 松原　　淳

呼 吸 器（一般）（8：30 ～ 12：30） 村川　慶多 藤井　哲哉
じ ん 肺・ 石 綿（ 放 射 線 科 ） 野村　　敏 野村　　敏
膠原病・リウマチ（8：15 ～ 12：15） 有冨　貴史
膠原病・リウマチ（13：00 ～17：00） 鈴木　克典

消 化 器
新　患 浦田　洋平 中村　陽平 戒能　美雪 一杉　知毅 播磨　陽平

再　来 戒能　美雪 一杉　知毅 中村　陽平 播磨　陽平 黒川　典枝
浦田　洋平

循 環 器
新　患

松田　　晋 関　耕三郎
瀧田　　覚 松田　　晋

瀧田　　覚再　来 関　耕三郎 近藤　　守瀧田　　覚
精 神 科 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健 土屋　　健

小 児 科

新 患 ・ 再 来 田代　紀陸 田代　紀陸 田代　紀陸 田代　紀陸 近藤　圭甫
（8：30～12：00）

ぜんそく外来（15：00～16：30） 田代　紀陸
乳幼児健診（13：30～14：00） 田代　紀陸 田代　紀陸
予 防 接 種（14：00～14：30） 田代　紀陸 田代　紀陸
午後診（15：00～16：30） 田代　紀陸

外 科

新 患 ・ 再 来 ① 岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

井口　智浩
（消化器外科）

小野田雅彦
（消化器外科、血管外科）

新 患 ・ 再 来 ② 小野田雅彦
（消化器外科）

小野田雅彦
（消化器外科）

井口　智浩
（消化器外科）

古谷　　彰
（血管外科、呼吸器外科）

岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

新 患 ・ 再 来 ③ 岩村　道憲
（乳腺甲状腺外科）

竹内　雅大
（乳腺甲状腺外科）

午 後 ・ 再 来 加藤　智栄 河野　和明

形 成 外 科 午前（9：30～12：30） 天野 信行
（第1・3金曜）

整 形 外 科

新 患・ 再 来（ 一 診 ） 城戸　研二
（股関節外科・小児整形外科）

富永　俊克
（脊椎外科・リハビリ） 山岡　康浩 寒竹　　司

（脊椎・脊髄外科）
山本　久司

（手の外科・肩関節・リウマチ）

新 患・ 再 来（ 二 診 ） 寒竹　　司
（脊椎・脊髄外科） 村上　智俊 城戸　研二

（股関節外科・リウマチ） 村上　智俊 東　　栄治

新 患・ 再 来（ 三 診 ） 山本　久司
（手の外科・肩関節・リウマチ） 山岡　康浩 杉本　英彰 藤　真太郎

（膝関節外科） 杉本　英彰

新 患・ 再 来（ 四 診 ） 岡﨑　朋也
（股関節・外傷）

リ ハ 科 富永　俊克 富永　俊克 山岡　康浩

脳 神 経 外 科 杉山　修一 杉山　修一 藤井 奈津美
（9：30～11：30）

脳 神 経 内 科 藤川　　晋 石口　絵梨 石口　絵梨 石口　絵梨 石口　絵梨
皮 膚 科 午前（ ８：15 ～12：15） 山口　道也
血 管 治 療 セ ン タ ー 外 来 第１・第３金曜日の８：30～12：30　（古谷　　彰・関　耕三郎）

泌 尿 器 科 山口　充浩
（8：15～12：15） 白瀧　　敬 白瀧　　敬 白瀧　　敬 榊原 亜有美

（8：15～12：15）

産 婦 人 科 午前（９：00 ～ 11：30） 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸 山下　裕幸 諸井　明仁
（9：00～15：00）午後（14：00 ～ 16：00） 山下　裕幸

眼 科 午前（ ８：15 ～12：15） 青木　　連
（8：15～12：15）

耳 鼻 咽 喉 科 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明 下郡　博明
補 聴 器 外 来 月曜日（第１・３・５週ヒヤリングセンター第２・４週リオン）13：30～

放 射 線 科
（ 画 像 診 断 ）

午 前（8：15 ～ 12：00） 野村　　敏 野村　　敏 野村　　敏午後（13：00 ～ 17：00） 野村　　敏 野村　　敏
麻 酔 科 中木村和彦 佐伯　　仁 白澤由美子 佐伯　　仁 油利　俊輔
歯科口腔外科 8 ： 0 0 ～ 1 7 ： 0 0 原田　　彩 原田　　彩 原田　　彩 原田　　彩 原田　　彩

健 診 部 禁 煙 外 来 月～金曜日の10：30
人 間 ド ッ ク・ 特 殊 健 診 月～金曜日

セ カ ン ド オ ピ ニ オ ン 外 来 詳しくは地域医療連携室へお問い合わせください。☎０８３６－８４－０７５５

●患者さんには紹介状を持参してくださるようお願いいたします。（地域医療連携室）
　患者さんの紹介専用電話 0836-84-0755　FAX 0836-81-5007 （一般の方の使用はご遠慮願います）

●外来診療のご案内（2025 年７月現在）
　〈受 付 時 間〉…初めての方（新患）午前８時15分～11時30分　…２回目からの方（再来）午前７時～11時30分
　〈診療開始時間〉 午前８時30分～
　 の診療科は土曜日も午前中の急患に限り紹介患者さんをお受けいたします。0836-83-2881㈹へお電話ください。
　 の診療科の外来受付は、完全予約制になっております。
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病 院 の 理 念

みなさんが普段食べている食事で、たんぱく質は足りていますか？みなさんが普段食べている食事で、たんぱく質は足りていますか？

開 く 　地域に向かって、開かれた病院として、強い連携を保つ。

啓 く 　地域に向かって、健康・疾病に関する啓発活動をする。

発 く 　地域に向かって、医療情報を速やかに発信する

医療を地域に ひらく
ひら

ひら

ひら

　たんぱく質の摂取不足が影響する可能性が高いと考えられる疾患に、高齢者における
フレイル（健康な状態と要介護状態の中間段階）およびサルコペニア（筋肉の衰え）があり
ます。フレイル予防のためにはサルコペニアを進行させないことが重要です。ところが、令
和元年国民健康栄養調査によると、高齢者の半数以上がフレイルを予防するために必要
なたんぱく質を摂ることができていません。では、筋肉を落とさないためにどのくらいのた
んぱく質が必要なのでしょうか。筋肉量を維持するためには1日に、体重1kgあたり1.2g
のたんぱく質が必要です。では実際に計算してみましょう。
　体重が50kgの人の場合、1食で20gほどた
んぱく質を摂る必要があることがわかりました。
　では、右の絵のような朝食ではどのくらいの
たんぱく質が摂れるのでしょうか。
　この朝食では、たんぱく質は目標の半分以
下の9g程度しか摂れません。たんぱく質を増や
すためにはどのような工夫をすれば良いので
しょうか。実は、わざわざ鶏胸肉やササミなど面
倒な準備をする必要はありません。例えば卵を
1つ追加すると、6.1gたんぱく質を増やすこと
ができます。ゆで卵などをあらかじめ用意して
おくと時間のない朝に簡単に食べることができ
て便利です。他にも、トーストにチーズとハムを
のせると6gほどたんぱく質を増やすことができ
ますし、コーヒーに牛乳（100ml）を入れると
3.3gたんぱく質が摂れます。
　ご自分にあった簡単な方法でたんぱく質を
取り入れて筋肉量を維持し、フレイルやサルコ
ペニアを予防しましょう。

栄養管理部　佃 ひまり

※腎機能低下がある場合は
　医師に相談してください。

体重が 50kg の人の場合…
50kg×1.2g＝60g
※（1食あたり 20g）
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